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所沢市上下水道局下水道整備課

社会資本総合整備計画とは

下水道
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社会資本整備総合交付金

施策目的実現のための総合的な交付金
配分された国費内で、自由に計画内の事業に充当可能

防災・安全交付金

「命と暮らしを守るインフラ総点検・再構築」
「生活空間の安全確保・質の向上」
などを集中的支援するための交付金

H24に一部移動

H22創設

・社会資本総合整備計画
市が自ら施策課題を抽出し、定量的な指標による目標を設定
国は整備計画に対して国費を配分

社会資本総合整備計画とは、国からの補助金（交付金）をもらうために必要な計

画です。

国からの補助金については、道路や河川など、個別の補助金がありましたが、平

成22年度に、「社会資本整備総合交付金」として一つにまとまりました。その後、平

成24年度に、防災や安全確保といった事業については、「防災・安全交付金」に移

動しました。

一般的に、５年程度を計画期間とするものであり、今回の「防災の街づくりを目指

す所沢市の下水道＜第２期＞」は、令和2年度から令和6年度までを計画期間とす

る社会資本総合整備計画です。
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事後評価とは

計画策定

事後評価

事後評価
・要素事業の進捗状況
・事業効果の発現状況
・評価指標の最終目標値の実現状況
・今後の方針

第三者による評価

事前評価

計画実施

事後評価書の作成

国土交通大臣に報告市民に公表

所沢市公共事業
評価委員会

事後評価とは、計画期間が終了した後に、計画の要素事業の進捗状況や、事業

効果の発現状況などを評価するものです。

左側が、計画全体の流れです。計画策定後、事前評価を行います。この事前評価

は、チェックシートを用いて、市が行います。目標の妥当性や整備計画の効果およ

び効率性、整備計画の実現可能性について検証を行い、国へ提出します。

その後、事業を実施し、終わり次第事後評価を行います。

事後評価では、要素事業の進捗状況などを、事後評価書にまとめます。この際、

評価の透明性、客観性、公平さを確保するために、学識経験者等の第三者の意見

を求めることとなっています。そのため、外部委員４名からなる所沢市公共事業評

価委員会に審議していただき、事後評価書を作成しました。

なお、本件についての所沢市公共事業評価委員会は、令和7年度の6月30日と

11月11日に開催しました。

全体の流れ
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公共事業評価委員会
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こちらが、所沢市公共事業評価委員会への諮問書と同委員会からの答申書です。

答申書については、「以下の意見を付して事後評価内容は適切であると判断しま

す。」との記載があります。

いただいた付帯意見は、

・評価指標として下水道処理人口普及率を用いているが、社会資本総合整備計画

との関連性について一見してわかりにくいところがある。今後、計画を進める中で、

より分かりやすい指標の設定を検討してください。

・事後評価書及び概要説明書について、わかりやすい資料が作られており、事業の

成果を地域住民にわかりやすく示すものとして評価します。

の二つです。

なお、一つ目の意見につきましては、次期計画（令和８年度～令和１２年度）を策

定する際に反映しました。
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社会資本総合整備計画 計画書

こちらが今回事後評価を行った社会資本総合整備計画の計画書です。

社会資本総合整備計画には、計画の名称・期間・目標・定量的指標・交付対象事

業を記載する必要があります。

詳しい内容については次ページ以降でご説明します。
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社会資本総合整備計画 概要

前ページの内容をまとめたものがこちらです。

計画基幹事業として幹線及び関連枝線整備事業を実施し、成果目標として下水

道処理人口普及率を94.4%（R2）から約94.8%（R6）に増加させるという計画で

す。

計画の名称 生活環境の改善と公共用水域の水質保全＜第２期＞

計画の期間 令和２年度～ 令和６年度(5年間)

計画の目標
下水道の整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを実現し、
良好な環境を創造する。

全体事業費 1,477百万円（14億7700万円）

計画の成果目標

1指標の達成

下水道処理人口普及率を
94.4%（R2）から約94.8%（R6）に増加させる。
下水道を利用できる人口（人）／総人口（人）
最終目標値…95%

計画基幹事業
幹線及び関連枝線整備事業
管渠新設（ΣL=7,209m）
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幹線及び関連枝線整備事業 概要

社会資本総合整備計画の「幹線及び関連枝線整備事業」の位置付けです。

大元に市の下水道整備事業である、「第１次市街化調整区域下水道整備計画」の

第４期事業と「第2一般廃棄物最終処分場下水道整備事業」という２つの事業があ

り、その中でも交付金（国費）を用いて行う予定の事業を、社会資本総合整備計画

に「幹線及び関連枝線整備事業」として位置付けています。

毎年、国に予算要求を行いますが、結果として要求が100%通らないこともあり

ます。配分されなかった分については市費を用いて実施し、予定していた事業は概

ね完了しました。

第1次計画第４期事業・
処分場整備事業

社会資本総合整備計画
(幹線及び関連枝線整備事業)

交付金事業（実績）

・第１次計画第４期事業・処分場整備事業
第１次市街化調整区域下水道整備計画の第４期事業と
第2一般廃棄物最終処分場下水道整備事業

・社会資本総合整備計画
市の事業のうち、交付金（国費）を用いて行う予定の事業

・交付金事業（実績）
国に予算要求した結果配分された国費を用いて
行った事業

→100%配分されなかった分については市費で実施
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第１次市街化調整区域下水道整備計画

こちらは第１次市街化調整区域下水道整備計画の計画図です。

所沢市では、昭和32年より、市の中心部から下水道整備が開始されました。

平成15年には市街化区域の汚水管整備が概ね完成し、引き続き市街化調整区

域の下水道整備である「第１次市街化調整区域下水道整備計画」に基づき、整備を

進めました。

この計画は、事業計画期間が20年間となっており、５年ごとに４期にわかれてい

ます。

第４期事業は令和２年度から令和６年度の期間で整備を行い、この第４期事業の

中から、交付金を用いて整備する箇所について社会資本総合整備計画を策定し、

整備を行いました。

社会資本総合整備計画も同期間
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第2一般廃棄物最終処分場下水道整備事業

こちらは第２一般廃棄物最終処分場下水道整備事業の計画図です。

この事業は、市の東部、所沢ICの近くに建設中の第２一般廃棄物最終処分場の

建設に伴い、下水道の整備を行ったものであり、最終処分場を所管する環境部門

から依頼があって行った事業になります。

令和４年度から６年度にかけて工事を行い、そのうち令和４年度部分について交

付金を用いて整備を行いました。

交付金使用
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社会資本総合整備計画 成果目標

計画の成果目標です。下水道処理人口普及率を94.4%（R2）から約94.8%

（R6）に増加させることを目標としていました。この処理区域内人口、とは、下水道

を整備し、排水を処理場で処理できるようになった区域の人口です。

この計画値は、所沢市下水道事業経営計画より抜粋した値です。この値は平成

28年度時点の人口推計を元に推定しています。

下の表が実績値です。

表の右端に令和６年度末のデータから令和元年度末のデータを引いた値を記載

しています。

これを見ると、処理区域内人口が減少せず増加していることがわかります。これ

は、人口減少が想定よりも緩やかとなり、整備による処理区域内人口の増加分が

人口減少を上回ったことによるものと考えられます。この結果、下水道普及率が計

画値を超えました。

定量的指標
下水道処理人口普及率を94.4%（R2）から約94.8%（R6）に増加させる。
下水道を利用できる人口（処理区域内人口）／総人口（行政区域内人口）
※処理区域…下水道を整備し、排水を処理場で処理できるようになった区域

計画値（所沢市下水道事業経営計画より）

実績値（データは全て年度末）

R元 R2 R3 Ｒ４ R５ R６ R元-R6

行政区域内人口(人) 342,782 341,998 341,043 339,921 338,635 337,189 -5,593

処理区域内人口（人） 323.065 322,746 322,230 321,555 320,723 319,738 -3,327

下水道普及率(%) 94.2% 94.4% 94.5% 94.6% 94.7% 94.8%

R元 R2 R3 Ｒ４ R５ R６ R元-R6

行政区域内人口(人) 344,193 344,014 343,752 343,867 342,671 342,296 -1897

処理区域内人口（人） 324,981 324,987 326,740 327,050 326,083 326,416 +1435

下水道普及率(%) 94.4% 94.5% 95.0% 95.1% 95.2% 95.4%

→処理区域内人口が減少せず増加
（想定より減少が少なく、整備による増加分(約１,900人)が上回った）
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事後評価書

こちらが事後評価書です。

事後評価書には、事後評価の実施体制、実施時期、事業効果の発現状況、特記

事項（今後の方針等）、目標値の達成状況を記載する必要があります。

ここまでの内容をまとめたものが記載されていますので、あらためてご確認くださ

い。
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